
⑳
改
革
運
動
の
結
末

校
内
に
於
け
る
生
徒
の
反
抗
運
動
は
逸
早
く
収
ま
り
、
平
常
の
授
業
が
行
わ

れ
て
い
た
反
面
、
校
外
で
は
以
上
述
べ
た
よ
う
に
改
革
運
動
が
大
ぎ
く
盛
り
上

が
り
、
世
間
が
注
目
す
る
中
で
会
計
検
査
が
行
わ
れ
て
、
そ
の
結
果
、
正
木
校

長
譴
責
、
高
田
会
計
主
任
減
俸
の
処
分
が
下
さ
れ
た
。
高
田
は
明
治
二
十
七
年

か
ら
本
校
の
事
務
員
を
つ
と
め
て
い
た
人
で
、
同
三
十
七
年
に
会
計
主
任
と

な
っ
た
が
、
本
校
の
会
計
事
務
が
煩
瑣
を
極
め
た
た
め
神
経
を
病
み
、
さ
ら
に

べ
り

東
登
美
術
會
大
會
は
昨
日
午
後
一
時
よ
り
東
京
美
術
學
校
倶
楽
部
内
に
て
開

催
正
木
校
長
鋏
席
、
大
村
氏
代
理
、
和
田
英
作
、
朝
倉
文
夫
氏
等
其
他

▼
百
二
十
餘
名
参
會
せ
り
白
井
理
事
の
庶
務
報
告
、
島
田
〔
佳
突
〕
理

事
の
會
計
報
告
を
終
つ
て
規
則
改
正
の
件
に
入
る
や
剪
頭
同
會
の
依
嘘
製
作

〔
芸
ヵ
〕

に
就
て
議
起
り
金
工
、
漆
工
の
工
業
美
術
側
は
依
嘘
製
作
の
搬
績
を
主
張
し

箱
甕
、
彫
刻
の
純
美
術
側
は
啜
止
を
主
張
し
激
論
沸
騰
の
結
果
彫
刻
の
小
倉

右
一
郎
氏
は
起
つ
て

▼
依
嘱
製
作
に
於
け
る
醜
事
宜
及
其
弊
害
を
論
じ
た
る
結
果
終
に
今
後
同

依
啜
製
作
は
全
麿
に
決
し
猶
卒
業
生
大
會
に
て
問
題
と
な
り
し
所
謂
陰
謀
組

の
大
村
、
白
井
等
の
役
員
を
全
部
改
選
す
る
こ
と
と
な
り
午
後
五
時
閉
會
せ

る
が
近
頃
に
な
き
議
論
沸
騰
の
終
始
を
見
た
り
改
選
方
法
に
就
て
は
不
日

在
京
の
會
員
に

▼
投
票
用
紙
を
配
り
選
畢
を
行
ふ
べ
く
改
選
の
上
は
比
際
規
則
改
正
し
情

い
き
ま
き

弊
を
一
掃
す
べ
し
と
硬
派
側
は
敦
園
居
れ
り
尚
國
民
美
術
協
會
の
規
則
改

正
は
一
っ
橋
の
學
士
會
に
て
午
後
四
時
頃
よ
り
畢
行
し
来
會
者
四
百
名
に
及

大
正
五
年
五
月
二
日
、
平
田
松
堂
が
図
画
師
範
科
日
本
画
授
業
嘱
託
と
し
て

④
 

大
正
三
年
以
降
は
開
校
満
二
十
五
年
記
念
事
業
や
御
大
典
関
係
の
依
嘱
製
作
事

業
が
重
な
り
、
今
回
ま
た
わ
ず
か
な
法
規
違
反
に
よ
っ
て
減
俸
処
分
を
受
け
る

な
ど
し
て
病
が
悪
化
し
、
処
分
の
当
日
本
校
を
辞
職
し
た
。

こ
う
し
た
処
分
が
あ
っ
た
後
、
卒
業
生
有
志
の
中
に
は
一
部
議
員
と
通
じ
て

問
題
を
議
会
に
ま
で
持
ち
込
も
う
と
す
る
者
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
こ
ま
で

に
は
至
ら
ず
、
言
論
界
も
急
速
に
沈
静
化
し
て
行
っ
た
。
沈
静
化
の
最
も
大
き

な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
改
革
派
の
急
先
鋒
岩
村
透
の
病
が
悪
化
し
た
こ

と
で
あ
る
。
岩
村
は
運
動
の
成
果
も
十
分
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
翌
大
正
六
年
八

月
十
七
日
に
死
去
し
て
し
ま
っ
た
。
岩
村
の
、
人
身
攻
撃
を
も
辞
さ
ぬ
過
激
な

美
術
学
校
批
判
や
美
術
界
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
ヘ
の
煽
動
は
、
時
に
は
蟹
盛
を

買
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
身
を
挺
し
て
真
向
か
ら
本
校
に
改
革

を
迫
っ
た
人
は
外
に
無
い
と
言
っ
て
よ
く
、
そ
の
改
革
案
の
是
非
は
兎
も
角
と

し
て
美
術
教
育
に
対
し
て
示
し
た
熱
意
は
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
校
に
於
て
は
前
出
『
黒
田
清
輝
日
記
』
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
主

任
会
議
で
改
革
問
題
が
検
討
さ
れ
、
教
官
会
議
も
開
か
れ
、
各
科
、
各
部
門
か

ら
の
改
革
案
提
出
が
あ
り
、
協
議
が
続
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
で
黒
田
の
言
う

「
大
改
革
の
精
神
」
が
次
第
に
失
わ
れ
、
結
局
、
各
科
、
各
部
門
で
検
討
を
重

ね
た
上
で
実
施
で
き
る
も
の
か
ら
改
革
を
実
施
し
て
ゆ
く
こ
と
に
帰
着
し
た
。

そ
し
て
、
人
事
刷
新
、
教
育
制
度
改
革
等
が
徐
々
に
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
土

台
と
し
て
大
正
十
二
年
に
至
っ
て
「
東
京
美
術
学
校
規
則
」
の
大
幅
な
改
正
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

平
田
松
堂
採
用
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竹
内
久
一
死
去

大
正
五
年
九
月
二
十
四
日
、
彫
刻
科
教
授
竹
内
久
一
が
死
去
し
た
。
葬
骰
は

二
十
七
日
に
谷
中
斎
場
で
行
わ
れ
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十

五
巻
第
六
号
に
は
屋
代
欽
三
に
よ
る
追
悼
記
事
と
略
歴
、
肖
像
写
真
、最
近
作
木

彫
久
米
舞
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
追
悼
記
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

竹

内

先

生

の

卒

去

（

晃

江

記

）

大
正
五
年
九
月
二
十
四
日
、
東
京
美
術
學
校
数
授
帝
室
技
藝
員
従
四
位
勲
四

等
竹
内
久
一
先
生
卒
去
せ
ら
る
。
洵
に
悲
痛
の
情
に
堪
へ
ざ
る
な
り
。
先
生

は
本
校
の
開
校
（
明
治
二
十
二
年
二
月
）
に
先
ち
明
治
二
十
一
年
四
月
本
校

に
聘
せ
ら
れ
て
よ
り
二
十
有
九
年
、
職
を
本
校
に
奉
じ
、
内
に
あ
り
て
は
孜

⑤
 

採
用
さ
れ
た
。
松
堂
は
本
名
栄
二
。
明
治
十
五
年
生
ま
れ
。
同
三
十
四
年
二
月

か
ら
六
月
ま
で
共
立
美
術
学
館
で
学
び
、
同
年
九
月
本
校
に
入
学
。
傍
ら
川
合

玉
堂
に
師
事
し
、
同
三
十
九
年
日
本
画
撰
科
を
卒
業
し
た
。
翌
四
十
年
の
東
京

勧
業
博
覧
会
で
三
等
銅
賞
受
賞
。
ま
た
、
文
展
に
は
第
一
回
よ
り
出
品
し
、
第

八
回
（
大
正
三
年
）
、
第
九
回
（
同
四
年
）
と
続
け
て
三
等
賞
を
受
賞
。
そ
の
業
績
が

認
め
ら
れ
て
本
校
に
採
用
さ
れ
た
。
以
後
、

本
校
助
教
授
（
大
正
八
年
）
、
同
教

授
（
同
十
四
年
）
、
図
画
師
範
科
主
任
（
昭
和
三
年
＼
同
七
年
退
官
）
と
な
り
、

一

方
、
帝
展
審
査
委
員
（
大
正
十
四
年
1
昭
和
三
年
）
も
っ
と
め
た
。
な
お
、
松
堂
は

平
田
東
助
伯
爵
の
長
男
で
、
大
正
十
四
年
に
襲
爵
す
る
が
、
大
正
三
年
の
文
展

で
彼
が
受
賞
し
た
と
き
は
、

『
二
六
新
報
』
（
同
年
十
一
月
二
十
二
日
）
が
平
田
父

子
の
顔
写
真
と
受
賞
作
「
小
鳥
の
声
」
の
写
真
を
掲
げ
、

「
長
閥
の
参
謀
長
」

の
総
領
息
子
で
あ
る
「
新
進
の
華
冑
画
家
」
を
大
々
的
に
紹
介
し
た
。

も
と
嘱
託
前
田
香
雪
の
死
去
を
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
五
巻

⑥
 
前
田
香
雪
死
去

々
と
し
て
後
進
を
薫
陶
し
、
外
に
あ
り
て
は
諸
會
の
審
査
官
、
鑑
査
官
、
委

員
等
と
し
て
、
美
術
界
の
た
め
に
盤
さ
れ
た
る
功
努
の
著
大
な
る
こ
と
は
、

何
人
も
知
る
所
に
し
て
今
更
喋
々
を
要
せ
ざ
る
な
り
。
先
生
の
病
に
罹
り
た

る
は
本
年
九
月
初
旬
な
り
し
が
、
中
旬
に
追
び
て
漸
く
重
く
、
遂
に
起
つ
能

は
ざ
る
に
至
れ
り
。
享
年
六
十
。
病
革
る
や
、
特
旨
を
以
て
位
一
級
を
進

め
、
従
四
位
に
叙
せ
ら
れ
、
訃
の
聞
ゆ
る
や
、
祭
菜
料
を
下
賜
せ
ら
る
。
餘

榮
あ
り
と
い
ふ
べ
し
。
先
生
は
生
粋
の
江
戸
ッ
子
に
し
て
、
安
政
四
年
七
月

九
日
、
江
戸
浅
草
谷
中
天
王
門
前
山
川
町
に
生
れ
、
洒
落
に
し
て
奇
行
に
富

め
り
。
初
め
堀
内
龍
仙
、
川
本
洲
楽
の
門
に
入
り
て
象
牙
彫
刻
を
學
び
た
り

し
が
、
明
治
十
三
年
観
古
美
術
會
に
於
て
奈
一艮
興
福
寺
の
古
像
を
見
て
大
に

感
ず
る
所
あ
り
。
木
材
彫
刻
を
以
て
身
を
立
て
ん
と
決
意
し
、
其
後
再
三
奈

l

艮
に
遊
び
て
研
鑽
怠
ら
ず
、
遂
に
擢
ら
れ
て
本
校
に
聘
せ
ら
れ
、
木
彫
の
矩

〔
馳
ヵ
〕

匠
と
し
て
令
名
を
聘
せ
た
り
。

竹
内
久
一
は
旧
名
を
兼
五
郎
と
い
い
、
久
遠
と
号
し
た
。
岡
倉
覚
三
に
抜
擢

さ
れ
て
本
校
開
校
準
備
に
携
わ
り
、
神
武
天
皇
、
伎
芸
天
、
日
蓮
上
人
銅
像
木

型
そ
の
他
の
木
彫
大
作
を
制
作
し
、
木
彫
の
復
興
に
つ
と
め
た
。
岡
倉
校
長
退

陣
後
、
彫
刻
科
の
方
針
が
変
わ
り
、
塑
造
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
中
で
は
そ

の
活
躍
の
範
囲
は
狭
め
ら
れ
た
が
、
高
村
光
雲
と
と
も
に
老
大
家
と
し
て
な
お

彫
刻
教
育
に
尽
く
し
、
文
展
や
博
覧
会
の
審
査
官
を
も
っ
と
め
た
。
制
作
歴
の

概
要
に
つ
い
て
は
吉
田
千
鶴
子
著
「
竹
内
久
一
レ
ポ
ー
ト
」
（
『
東
京
芸
術
大
学
美

術
学
部
紀
要
』
第
十
六
号
。
昭
和
五
十
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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